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ご挨拶

2005 （平成17) 年10月 14日、日本山岳会は創立100周年を迎えました。まず、星霜の節目にあ

たり、本会・資料映像委員会が、かつて写し込まれた映像（写真）から100年の足跡を辿る小冊子、

『写真で見る日本山岳会の100年』をまとめたものが本書です。

さて、「映像の世紀」といわれた20世紀。それらの映像は現在、フィルム・アーカイヴスとなって過

去を現在に蘇らせています。それは映像（写真）のもつ記録性と資料性によるものです。そこで本冊

子は、本会の所蔵する費重な資料映像の中から山岳会の原点を探り、そして100年の伝統がどのよう

に育まれてきたのかを、写真を通して再現しようというものです。

英国の宣教師ウォルター・ウェストンが、初めて日本アルプスに足を踏み入れたのは1889（明治22)

年。翌年の夏から、飛騨山脈や赤石山脈に足跡をしるし、帰国後の1896 （明治29) 年、イギリスで

『日本アルプス登山と探検』という書籍を出版しました。そこには、日本各地の風景、風俗、そして

山の写真などが数多く掲載されています。また発刊当初の本会の機関誌『山岳』には、創立者でも

ある高野鷹蔵や武田久吉、あるいは草創期の志村烏嶺、河野齢蔵、辻本満丸らの写真が数多く掲

載されています。それらは、往時の登山姿や装備、また山小屋などが写し込まれ、時代を語る資料

として、かけがえのない本会の財産となっております。

また戦後、本会の目指したマナスルや工ペレストで、その登頂時に撮った一枚の写真は、貸重な記

録であると同時に、登頂した証明でもあり、見る人に深い感動を与えます。そのほか、本会が送り出

したヒマラヤ巨峰群への登山記録でも、写真は大きな役割を果たしてきました。これらの写真は、本

会の歴史を語るものであり、やがて資料となった時、過ぎし時代を蘇らせてくれるものと思います。

このように本書は、過去を探りながら、改めて私たちに日本山岳会創立100年の意義と伝統の持つ

重みを認識させてくれるものと信じています。

2005 （平成17)年10月 15 日

1956年 5)J 9 H. マナスルI(i l'．に立つ今I1り，芯雄隊U

•rかhio L¥L¥.,ISJ II on the ヽummil of'.\1.i113slu 

社団法人 日本山岳会

会長 平山善吉



Preface 

The Japanese Alpine Club was founded on October 14, 1905 and this year, we proudly 

celebrate the centenary. This booklet, "looking Back the One Hundred Year History of the 

Japanese Alpine Club", has been put together by the)AC Committee of Materials and Images 

in commemoration of marking centennial and it retraces footprints of our activities through the 

photographs. The twentieth century has been said as "a century of images", and these images 

in archives are bringing back the past co life with the documentation aspects they have. The 

photos in chis booklet are from our precious archives and are intended to illustrate the 

fundamentals and the development of the 100-year tradition of the club. 

Rev. Walter Weston, a British missionary, came co the Japanese Alps for the first time in 

1889 and he had climbed "HIDA Mountains" and "AKAISHI Mountains" in the following 

years. He had published a book, "Mountaineering and Exploration in the Japanese Alps" in 

England in 1896 after he returned home. In this book, there were many photos of landscapes, 

customs and mountain sceneries of Japan. In "SANGAKU", the annual book of the club in 

the early days, there were many photos taken by Takazo TAKANO and Hisayoshi 

TAKEDA, the founding members of the club, and by Urei SHIMURA, Reizo KOONO and 

Mitsumaru TSUJIMOTO, the early members. These photos tell us the apparel, styles and 

equipment of mountaineering and mountain huts back in chose days, and we treasure them 

today. 

The photos taken at the summits of our expeditions co Manaslu and Mt.Everest are our 

precious records and proofs of our accomplishments and they are deeply moving to all of us. 

The photos of the expeditions to the Himalayan Giants also have played a key role as record. 

These photos captured in each period tell us about the club's history and in due time, these 

will become an important visual materials bringing the past co present. Therefore, we hope we 

can share with you, the meaning of the 100th anniversary and an importance of the tradition 

by looking back at che history of the club through these photos. 

Zenkichi Hirayama 

President 

The Japanese Alpine Club 

October 15, 2005 
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近代登山の夜明け Dawn of Modern Mountaineering

日本の山登り は、古くは主に宗教としての登山であった。 山登りそのもの 

を楽しむようになったのは、明治の半ば以降のことである。こうした近代的な 

登山の思想を最初に紹介したのは、 思想家の志賀重品であった。 彼は

1894（明治27)年、 日本の風最を美学として謳い上げた 『日本風景論』を

出版、その付録に「登山の気風を興作すべし」と呼びかけ、 登山の啓蔽

につとめた。

1888 （明治21) 年、 英国の宣教師ウォルター・ ウェストンが初来日する。

英国の宜教師、

ウォルター・ウェストン
Rev. Walrer Wesron, 
a Brirish missionary 

以来1915 （大正 4) 年まで 3 回来日したが、第 1 回目の滞在中には飛騨 

山脈、 赤石山脈を踏破、 その記録を1896 （明治29)年、 ロンドンで『日本

アルプス 登山と探検』に著わし、 出版した。その著書を通して小島烏水

は、W・ウェストン師と知り合いになる。 W・ウェストン師は、日本にもイギリ

スのアルパイン・クラプ (1857年創立）のような山の会をつくることを小島

他に強く勧める。そして後に、日本山岳会の創立に至るのである。
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W ・ウェストンが使用した登山用具
Mountainｫring <quipm<n< u><d b)'R<v. W. Weston 

日本における近代登山の啓蒙1こ努めた志賀重昂
Shigetaka SHIGA, nrncle efforts to enlighten Japanese 

modern mountaineering 

1894（明治27)年発行の『日本風景論』
"NIHON FUUKE!-RON", published in 1894 

1913（大正 2)年 8月、上高地、河童橋でのウェストン夫婦とガイドの上條嘉門次
Mr. and 凶s. ¥'//oston and Kamonji KAM!JYO, • guide, at Kap戸．Bashi bridge in Kamikochi in 1913 



1906（明治39)年創刊の『山岳』 第1年第1号の表紙。 初期のころは年3回発行された
The fosr issue of "SANGAKU", (mouorain) in 1906, rbe Japanese Alpine Journal 

ー

初代会長、 小島烏水（久太） （1873-1948) 
Usui KOJIMA, rhe fim president (1873-1948) 

6代目会長の武田久吉(1883-1972)
Hisayoshi TAKEDA, the sixth president (1883-1972) 

2代目会長、 越後の高頭仁兵衛(1877-1958) 創立当時のバッジ
Nihei T AKA TO, the second presidem (1町7-1958) Club', budge ●c the days of the foundation 

日本山岳会の創立 Foundation of the Japanese Alpine Club 

ウォルター・ウギスト埠而と思想家の志買重昂の示唆凶炭屈により、1905（明

治38)年10月14日、東京・飯田河岸の富士見楼という料亭で山岳会創立の

最終打ち合わせが行なわれた。 この日をもって 「日本山岳会の設立の日」

とされている。

創立当時の中心となった人たちは、小島烏水（久太） 、 越後の高頭仁兵

衛、 日本博物学同志会の武田久吉、 山川（河田）黙、梅沢親光、高野鷹

蔵、 山草会の城数馬らの 7人で、 彼らが発起人となって山岳会が発足し

た。 翌年の1906 （明治39) 年には、 機関誌『山岳』創刊号 （第1年）

が発刊された。 なお、 創立当時の会員数は393人。旗揚げしたものの、ど

のくらいの入会者があるか懸念されていたが、 本会の最初の会員名簿、機

関誌『山岳』第2年第1号の付録によると、 1907（明治40) 年 2  月20日 

現在で、 418人の名前が載っている。当初の発起人らの心配は杞憂だった

といえる。 1909（明治42)年 6月1日に、 「山岳会」 の名称を「日本山岳 

会.J と改め、 会則を制定した。
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山Ill （河田）黙 (1886-1966) 梅沢親光 (1885-1926)

Shizub YAMAKAWA (KAW ADA) (1886-1966) Chikamitsu UMEZAWA (1885-1926} 

高野鳩蔵 (1884-1964) 

Takuo TAKANO (1884•1964) 
山双会の城数馬 (1864-l 924) 

Ka,oma JYO (1864-1924) 

1912 （明治45) 年、 ウォルター・ウェストンj(i行会で。右から1l4炸＇i太郎、：：枝威之介、 辻+iii\丸` !JIIh’Il：太郎、 2 人おいて,Jヽ、0島水、 ウェストン、 1 人おいてウェストン）;
人、 1人おいて1凶19f金次郎、 1人おいて辻村伊助、 鳥lll悌成、，：’滋iiて兵祈

Group I)0n,ｫit at Re,ｷ. ¥¥'.¥¥'c,ton's Reception in 1912. I涵m1ight: Sci面oNi\Kll.\fU凡＼， Takcnoヽuk(• SA£Gl「SA. Milヽumarn'f'Sl!JL\JOTO, Shom,·o 凡＼Gふ skip2. V通KOJl~u\,

Reヽ． 11'.\l'eヽIOI1.skip l. MIヽ．11'.\\'eston,skip I, 応njiro OKANO, ヽkip I, I uヽke'l'!)UJJ.\tUR.しI, \'a,unari'l'ORl\'A~IA, Nihei'l',¥K.-1'1'0 





1909（明治42)年7月、 石崎光瑞らは、 ガイドの宇治長次郎らの案内で剣岳に初登頂する
In July, 1909, Koyo ISHIZAKI guided by Choji『o up climbed Mt.Tsurugi for rhe fi『st time 

..r. ＾ 
疇•

1909（明治42)年7月、 三枝威之介、 高頭仁兵衛、 小品店水、 高野鷹蔵、 中村消太郎らは、
西山温泉から南アルプスの悪沢岳、 荒lII岳、赤石岳縦走を行なう
ln July, 1909, Takenosuke SAEGUSA, Nihei TAKATO, Usui KOJIMA, Takazo TAK.ANO, Seitaro

AKAMURA and rraverscd rhc Japanese Southern Alps (AKAJSH! Mouncains) 

1913（大正2)年7月、 近藤茂吉は佐伯平蔵、 宇治長次郎を伴って長次郎谷から姻岳山頂（第2登） 
を経て別山尾根を初下降した
In July, 1913, Shigekichi KONDO guided by Hei>o SAEKJ and Choji『oU Jl climbed M1.Tsurugi for 1he second 
time through Chojiro-Dani valley ond descended 1hrough Bc1su,an-One ridge for 1hc fi『SIIime 

，
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慶大山岳部創立に力をか
した甕子木員愕はスイス
アルブスを歩いた後、
1918（大正 7)年にイント1こ
渡り、日本人として初めて
ヒマラヤを歩く。著書に『ア

ルペン行』(1914年刊）や
『ヒマラヤ行』 (1920年刊）
がある

Kuunobu KANOKOGI, 

[he 「咋 Japan0,reUcd

Him1l1yu in 191 
His book, "HIMALAYA, 

KOU" (A joumcy into the 

Himal• y“) pubIi,hed m 
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辻村伊助は、植物研究を
兼ねてヨーロッバ・アルプス
に滞在、 1914 （大正 3)年
の夏グロース・シュレックホ
ルンに登り、下山途中付崩
に遷遇して入院する．寮養
中｀スイス人のローザと出
会い結婚する。写真は辻村
伊助・ローザ夫人と子供た
ち。書物はスイスアルプス
を紹介した辻村伊助著『ス

ウィス日記 (1930年梓

刊）など
Dunng. SI•r,n rhe Aps 

ror"“dyorbo"ny.ls吐c
TSUJIMUR/1 climbed 

GIOS9 Schrcckhom In 

l914. Î dC9CC呻ng, he w.. C• rrid.WIy by. 

,no1Vsl!dc• nd h“pinl12cd. 
He met R“ヽ of the S｀心
鼻nd go, 叩tied.

Pho10: bulcc TSUJ!MURA 

and his 釦nUy (lefI) •nd 
畑 book,''SWISS-NIKKl"

1910 （明治43) 年、日本人とし
て初めてユングフ洲：：釦虚
賃正太郎（左）とガイドのヘス
ラー
Shomo KAGA (left) and a 

炉ide, thぐ 6m)apne北 clIm•

bed Jungfr.u in 1910 

初期の油外登111と会員の活躍 Overseas Mountaineering in the Early Days and Activities of Member 

山岳会の創立時から大正初期にかけて、日本から遠く離れた釘己k 家である。当時、アイガーの東山稜は、アルプス中の最難といわれ、日本

と岩の世界、ヨーロッパ・アルプスに遊んだ山好きの日本人がいた。加質 人による初登謬の快挙は、日本の登山界に新しい時代を拓くきっかけとなっ

正太郎、鹿子木只信、辻村伊助らの 3人で、彼らの行いた紀行文は、ス た。さらに樅有恒は、三田幸夫、橋本静一、早川種三、岡部長只、波多

イスの自然を日本に紹介し、また山好きな日本人に多大な影響を与えた。 野正信らとともに、 1925（大正14)年 7 月、カナディアン・ロッキーのアルノ·.

1920年代に入ると、日本の登山界に新しい時代がやってきた。「釘と岩」 ータ峠(3619メートル）に挑み、初登頂に成功した。

の時代である。 1921 （大正10) 年 9 月 10日午後 7 時15分、日本の登山家 こうして rスキー登山」と「岩登り」を碁底とする近代アルビニズムは

がついにアイガーの絶頂に立ったのである。根有恒のアイガー束山稜初登 研新の息吹を充満させながら登場したのであった。

日
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グローセ・シャイデック付近から望むアイガー東山稜。右の写真は、 1921 （大正10) 年 9 月10日、アイガー東山稜初登頂を果たし、地元の人たちゃガイドらと喜び合う横有恒（中央）
Eigcr Ease-Ridge, a view from Grosse Scheidegg. Yuko MAKI (center riding on rhe sh.oulders) climbed Eiger through rhe Ease-Ridge for rhe first ascent in 1921 (above right) 

1925 （大正14) 年、横ら 6 人は、カナディアン・ロッキーの未踏峰、アルバータ峰の初登頂に成功した。左 2 人目から横、波
多野正僧、橋本静ー、岡部長嚢、三田幸夫、早111種三の諸氏。右の写真は、アルバータ峰の全容と、「東京日々新間Jの記事
Yuko MAKl and orher members climbed Mt.Alberta for rbe firsr time in 1925. Second from left: Y.MAKI, Masanobu 

HAT ANO, Seiichi HASHIMOTO, Cboryo OKA BE, Yukio /1,f!T A and Tanezo HAY AKA W1 A. Full view of Mr. Alberta in rhe 

Rocky Mountain Canada (above right). A news in ｷ,okyo NICHI-NfCHrｷ 
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1926（大正15)年8月 、 アルプスの登攀を楽しんだ殿下。前列左から損有恒、 秩父宮殿下、 ウェストン師、 渡辺御用掛
Prince CHICHIBU in the Alps in August, 1926. From left in front row: Yuko MAKI, Prince CHICHJBU, Rev. \YI. \Y/escon, WATANABE 

山の宮様と日本山岳会 Mountaineering of His Highness Prince CHICHIBU and the Club

「山の宮様」注見しまれた秩父宮様は 、 たいそう山がお好きだった。スキー マットを中心にヴェッターホルン、 マッターホルンなどスイスアルプス10余座

は1921 （大正10) 年から、登山は1923 （大正12) 年の夏、燕岳、槍ヶ岳縦走 を登っている。帰国後の1927 （昭和 2 ) 年夏には、棋有恒、早川種三らと

から始まった。

1924 （大正13) 年 5 月には、 日本山岳会会員の梱有恒、 三田幸夫、 大

島亮吉らの案内で、 残雪の立山を歩いている。1925 （大正14) 年 5 月、海

外視察のためヨーロッパに渡り、 アルプスで本格的な山登りをされた。また

1926 （大正15) 年 8 月、 棋有恒、 松方三郎らと、 グリンデルワルトとツゴレ

12 

ともに北アルプスの槍・穂高などを縦走している。

1928 （昭和 3 ) 年、 英国山岳会名誉会員に推挙され、 翌年発行の『ア

ルパイン・ジャーナル』第41巻に「日本アルプスの 8 日間」 という原稿を

むかれている。 また、 多くの山やスポーツに関する随想を発表された。

殿下の登山は、 実に第2次世界大戦が始まるまで続いた。

. 胃





黒田初子 (1903~2002)。 夫の正夫と山行をともにし、 本格的な登山を楽しむ。
写真は1927 （昭和 2 ) 年ごろ、 創岳の岩場で懸垂下降する黒田初子
Hac,uko KURODA (1903-2002). Enjoyed climbing with her husband, Masai 
Photo: Rock climbing Mt.Tsurugi in 1927 

女性で初めて飢岳に登った
竹内ヒサ (1898~1934)。
写真は、 1920 （大正 9 )年
7 月 13日 、 爺ヶ岳にて

Hisa TAKEUCHI (1898-
1934), the fim woman 
climbed Mt.Tsurugi 
Photo: at Jl!-GA-TAKE 
(Mt. Jii) on July 13, 1920 � 

早くから女性登山家と呼ばれた村井米
子 (1901~1986)。写真は1970 （昭和
45)年、 山形蔵王で山スキーを楽しむ
Yoneko MURAI (1901-1986), 
being called "women·s climber· early 
in her life. Photo: Skiing in Yamagata
Zao in 1970 (below) 

女性登山のパイオニアたち Pioneers of Women's Mountaineering 

日本山岳会の初めての女性会員は、 山岳会創立の翌1906（明治39)年3

月に入会した野口幽香（会員ナンパー 134)とされ、『山岳』 第 1年第3号で、

彼女は岩手山に登った紀行文「初登山 」を寄せている。

大正時代に入ると 女子学校の登山が盛んになり 、山岳会のメンバーも活躍

するようになった。竹内ヒサは、夫鳳次郎とともに白馬岳、槍ヶ岳などに登山。

1920 （大正 9 )年 7月には、 女性として靱岳初登頂。村井米子は、1929 （昭和

4 )年、 冬富士に登り 、以来全国の山を登った。黒田初子は、 登山家であった 夫

14 

正夫とともに多くの山に登り 、 1931（昭和 6)年元旦に 、女性として初めて厳冬

の槍外和こ登っている。中村（佐藤）テ）�i..1927（昭和2)年、積雪期の富士山

に登り 、 後にYWCA山岳会を創立。今井喜美子の初登山は1921（大正10)年

の筑波山。今井雄二と結婚以来、 夫婦で穂高岳を中心に岩登りやスキー登山

を楽しんだ。川森佐智子は、 早くから岩登りに親しみ、 1936（昭和11)年、前穂

北尾根四峰を登攀。坂倉登喜子は、 1920年代 （大正半ば）から山歩きを始め 、

1955 （昭和30)年、 エーデルワイスクラプを創立。生涯現役で山を歩いている。

• 



1961（昭和36)年にニュージランド遠征隊長もつとめた中村（佐藤）テル(1904~) 今井喜美子(1905~）は、主に穂高岳を中心に歩き、夫婦で登山とスキーを楽しんだ。志賀高原で
Teru NAKAMURA(SATO) (1904-). Acted the leader of the expedition co New Zealand in 1961 応叫o !MAI (1905-), mainly climbed Mc. Hocaka. Enjoyed climbing and ski.ing wirh her husband 

穂高岳で岩登りの指導を受ける川森佐智子（右、）907~)988) 1949 （昭和24)年夏、鹿島槍ヶ岳山頂の坂倉登喜子(1910~)

Sachiko KA¥YIAMORJ (1907-1988)_ Rock climbing in Mt.Hotaka (righr) Tokiko SAKA KURA (1910-). At tbc summit of Mc.Kashimayari in rhe summer 1949 

15 
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1936 （昭和11) 年10月 5 日午後 2 時55分、ナンダ・コート頂上に立つ。感極まって誰も百茉もなかった。右から渇浅、山県、浜野、アンツェリン、座っているのが堀田隊長
The firsr Japanese on the summit of chc Him;l.1yos, Nond• Kot on Oetobcr 5, 1936. from right: YUASA. YAMAGATA, HAMANO. Sitting in fronc: HOTIA, the leader 

本人初のヒマラヤ The First Japanese Expedition to the Himalayas 

昭和初期からおよそ10年間、大学山岳部の登山活動には目此ましいもの 1936 （昭和11)年、ヒマラヤ行はいよいよ具体化する。目的の山は、ガル

があり、彼らによって雷己号に新しいルートが淵拓された。とくに立教大学山

岳部の堀III弥ーは、 1931 （昭和 6) 年ごろ、日本山岳会の小集会で長谷

JI l伝次郎の「カシミールの山旅」や松方三郎や浦松佐美太郎の「カンチェ

ンジュンガの試登についてJ の謂演をlltlき、心を大きく動かしたという。以

来、何度かヒマラヤ遠征の計画が持ち上がり、一方では仲間たちの登lU技

術や力屈、また俯熱も盛り上がっていった。

ワール・ヒマラヤのナンダ・コート。 9 月 2 日にラワン谷の4570メートルにペ

ースキャンプを設営、北東稜をJレートにして、前進キャンプを 4 つ出した。

そして10月 5 日、隊長の堀田弥ーと山県一雄、沿浅巌、浜野正男、竹節

作太の全隊只が、ナンダ・コートの初登頂に成功する。

日本のヒマラヤ登山の端緒を切り拓くものとして、大きな成果が得られた

ナンダ・コート登頂であった。

16 



ナンダ・コート山頂を目指して北東稜を登る隊只
Members heading fo『 ,he summit of Nanda Ko, 

アルモラ・デプティ・コミッショナーの庭で、左から竹節、湯浅、長官、夫人、堀田、山県
From left:'fAK.EBUSHI, YUASA, Mr. and Mrs. Commissioner, HOTIA and YAMAGATA 

ナンダ・コートを背にベースキャンプで。中列左から山県、沿浅、堀田、浜野、その右後ろ、竹節
At the base camp with Nanda Kot in the background. From lefr in middle row: YAMAGATA, YUASA, HOTT A, HAMANO, and one right in back, TAKEBUSHI 

17 



1940 （昭和15) 年秋｀日本山岳会の虎の門ルームで、会報の編集会
An edirori • I mccrmg i.n 曲, club room 1ll TO記NOMON in the • utumn of I"゜

... ·"'f~‘`”疇’-““”貫mm;云
1949 （昭和公）年ころの神田、御茶の水のJレーム
The club room in OCY ANOMIZU..rowid 1949 

報
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会報第 1 号は1930 （昭和 5) 年10月に発刊．
当時はr山jのネーミングはなく、ただの「会報」
The firS9 泣ue of the newslerrer 

山の便覧、教科書、辞書と読み物を兼ね
た『山日記』。 1930 （昭和 5) 年に創刊
••yAMA・mkkl" ． che f[ $t isue 0 1930 

1964 （昭和39) 年 8 月 191:1 、東京・渋谷の外佼コーポでの開設記念パーティ．
郎、日高信六郎、神谷恭らの顔が見える
叩n.ing p•rry in 1h~ dub room u GパEN-COOP, Shih叩 00 ^U炉, 19. 1964 

山岳会事務所（ルーム）の変造 Change 

山岳会のルームは、それぞれの時代のなかでクラプライフを楽しむ拠点

となった。創立当時は、会且宅を持ち回りで使用していたが、 1929(1耽和

4)年、東京市芝区虎の門琴平町の不二家ピルに集会室兼図内室を開

。 1933（昭和 8) 年、 )-li務所を虎の門図1rg室に移転する。戦時中、空

で虎の門事務所が焼失、仮事務所をl：叫山理市宅に皿く。

股後1946（昭和21) 年、いち早くTII務所を束点・御茶の水にあった枠体

存館内におき、 1949 （昭和24) 年、洋体行館敷地IAJに II本山岳会ルームを

and Relocation of the Club Room 

建て、しばらく活動していた。 1964（昭和39) 年に東京オリンビックが開

催、悼体育館の移転にともない自前のルームを持つまでは、渋谷巨原宿の

「外苑コーポ」、神田錦町「向井ピル」、文京区沿島の「さくらピル」など

度か移転を余儀なくされた。 1977（昭和52)年 4 月の総会でルーム

委且会が発足、待望のルーム購入が本格的になった。場所はJR市ヶ谷駅

にも近い千代出区四番町「サンビューハイツ四香町」。そして1978（昭和53)

年 1 月29A に4t務局が移転し、こうして念願の自前のルームが実現した。

と
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1967（昭和42)年、 神田錦町の「向井ピル」1967（昭和42)年9月、 「向井ピル」移転の時のオー プニングパーティ。 左は田部煎治、 右は近藤茂吉
0芦ning receprion in the club room ar MUKAI Bldg. in September, 1967 Jyuji TANABE (left) and Shigekichi KONDO (right) MUKAI Bldg. in Kanda in 1967 

1973（昭和48)年、 文京区湯島の 「さくらピル」の外翫
SAKURA Bldg. in Yushima in 1973 

念願かなって自前のルームが持てたのは、 1978（昭和53)年1月。 現在の千代田区四番町の「サンビューハイツ四番町」
Inside of the current own club room at Sun-View Heights. Moved-in in January 1978 
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マナスル初登頂 The First Ascent of Manaslu 

第2次世界大戦が終わると、 1950 （昭和25)年、フランス隊は、 いち早く

アンナプルナ主峰の初登頂に成功した。いよいよヒマラヤ8000メートル峰登

山の硲開けである。1953（昭和28)年、 世界の最高峰エペレストはイギリス

隊によって初登頂され 、 8000メートル峰も続々と初登頂されるようになった。

そこで日本隊が標的にしたのは、 8000メートル峰の未踏峰、中部ネパー）レ

のマナスルであった。まだ戦後の復興途上にあった日本だが、 1952（昭和27)

年3月にヒマラヤ委員会（横有恒委員長）を発足させて、活動を開始した。

20 

「もうこれ以上何も見えない。頂
上だ」時に1956（昭和31)年
5 月 9 日午後12時30分。感

動の一瞬である。写真は頂上
に立つガルツェン

Shtrpa G-yalrs•n at the top of 
Manaslu on May 9, 1956 ar 
12: 30, an impressive moment 

1953（昭和28)年に第 1 次登山隊 （三田幸夫隊長） を派造、 7 7 50メートル 

を最高到達点として撤退。翌1954（昭和29)年に第2次登山隊（堀田弥一

隊長）を派追、 しかし、 サマ集落住民の反対にあい、 失敗。そして1956（昭

和31)年2月、第3次登山隊（横有恒隊長）が出発し、5月9 日、今西寿

男、ギャルツェンの2人が初登頂に成功した。こうして日本山岳会マナスル 

登山隊は、さまざまな防害を乗り越え 、 第3次隊を切り札として初登頂に成

功する。日本の登山界にとって、 ひとつの時代を画した朗報であった。

r 

. 
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一
、

頂上を目指して雷稜を登攀する隊貝
Climbing up • snow ridge co che summit 

登頂の喜びに握手を交わす今西隊員（右から 3 人目）とガルツェン
IMANISHI (third from rigb,) shaking hands with Gyaltscn 

第 2 キャンプで、総指揮をとる棋有恒隊長
Yuko MAKI,,he leader of the expedition ar C2 

マナスルを背後に、念願の登頂を果たした第3 次隊の隊員。前列右から 2 人目が横隊長
Members of the third expedition after successfully reached the summic with 凶naslu in che background 
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揺のウェストンのレリーフ。 1965 （昭和40) 年、佐藤久一朗氏
によって改作された円盤型の銅版碑
The current pomai, buS! of Rev. W_ Wesron re-made by Kyuichiro 

SATO in 1965 

取り外される前の角形のウェストンのレリーフ
The old porrrai, bus, of Rev.W.Weston before dismantled in 

1942 (left) 

上高地の山岳研究所とウェストン祭 "SANGAKU-KENKYUSHO" in Kamikochi and the West0n's Festival 

現在、会員の唯一の憩いの場である上高地山岳研究所は、 1961（昭和

36)年、神河内山荘として開設され、 1973（昭和48)年に改築された。そし

て1993 （平成 5) 年には、日本自転車振興会をはじめ、各企業、団体、

多くの会員の寄付を得て、地下 1 階、地上 2 階に改築された。現在、会

員相互の交流の場として、また研究会やグループ活動など多くの会員に利

用されてる。

英国の宣教師ウォルター・ウェストンの功績を称えて、師の記念レリーフ

22 

が上高地梓／1|畔の岩に最初に取り付けられたのは、 1937（昭和12)年 8 月

のことである。それからわずか 5 年余、戦争の足音が上高地まで忍び寄っ

てきた1942 （昭和17) 年、取りはずされる運命にあった。敵国の宣教師だ

からということでもあり、鉄の確保のためでもあった。

ウェストン碑が、戦後復元されたのは1947 （昭和22) 年 6 月14日。これ

にちなんで「ウェストン祭」が開催されるようになり、これを第 1 回として現

在まで59回続けられている。日本山岳会の恒例の行事となった。



毎年6 月の第 1 日昭日に上高地で開催される「ウェストン祭J。写真は山の歌を歌うエーデエルワイスクラプの会員
The We;ronｷ, Fe;rival being held on rhe fir,r Sunday of June every year 

•’`—-会の先輩と交流を深め、伝統を育む「有志閑談会」。日本山岳会の正式な行軍ではないが、毎年 6 月、会員の有志に

よって開かれている。写真は、 1953 （昭和28) 年 6 月14日に開かれた第 1 回。出席者は、冠松次郎、田部重治、松方
三郎、武田久吉、高野鷹蔵、日高信六郎、村井米子ら（順不同）。山岳会黎明期時代に活躍したそうそうたるメンバー
であった

,'YUSHI-KANDANKAI", a chat meeting wirh senior members. Phoro: Ar the firsr meeting on June 14, 1953 
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1961 （昭和36) 年ごろの「山研」。当時は「神河内山荘」と呼ばれていた

"SAN-KEN"', tb• Alpine Research Hu, in Kamikochi around 1961 

1973 （昭和48) 年、改築された「山研」
Reconstructed "SAN-KEN" in 1973 

1993（平成 5)年には地下 1 階、地上 2 階に改築され、多くの会員に利用されている
The current building reconmucted co a basement and two-stories in 1993 



岩と氷におおわれた世界の最高峰、エベレスト、 8848メートルの勇姿。右のスカイラインが、 70年日本山岳会のルートとなった東南稜
The highest peak in the world, Mc. Everesc (8848 mete<S). The right skyline showing the South-East Ridge, JAC's climbed route in 1970 

日本山岳会のエペレスト The Japanese Alpine Club's Expeditions to Mt. Everest 

1956 （昭和31)年のマナスル登頂以来、日本山岳会の最大目標はエベ サーダーのチョタレが登頂した。

レストの登頂であった。具体的な試みは、 1969（昭和44)年の春から始まっ

た。春に第1 次偵察隊が、秋に第 2 次偵察隊が派遣された。

翌1970 （昭和45) 年、本隊の日本山岳会工ベレスト登山隊（松方三郎

隊長）が、隊員総勢39名で日本を出発した。南壁からの登頂を目指して

の挑戦だった。最終局面で南壁は断念し、東南稜からの登頂に切りかえ、

5 月 11日、植村直己、松浦輝夫が日本人初登頂。翌12日、平林克敏と

24 

日本山岳会のエベレストヘの挑戦は続いた。エベレスト登山史の原点と

もいえる北東稜ルートを含む中国・チベット側からの登山を計画し、 1980（昭

和55)年、チョモランマ（渡辺兵力隊長）登山隊は、 5 月 3 日、北東稜

より、 10 日、北壁よりそれぞれ登頂に成功する。

さらに1988（昭和63)年、南側のネパール、北側の中国、そして日本の

三国が、 5 月 5 日、頂を越えて、無事に交差縦走を成功させた。



ザイルを結び合って急峻な東南稜の習稜を登攀するアタック隊ら
Climbing Steep snow ridge tying with ro芦

/
 

こ

1970 （昭和45) 年 5 月1] 日 9 時35分、登頂の第 1 報を知らせる松浦隊員
MATSUU凡\ at tht summit on May 11, 1970 at 9:35 

ｷ •t.· 
人と自然が1淵う壮大なドラマが終わった。登山を終え、ペースキャンプで総勢そろって記念写真を撮った
Group phorogrnphy of aU members at rhe b凶e camp afrer success 
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1965 （昭和40) 年10月14 日、 創立60周年記念祝賀会。 写真は、 挨拶をする松方三郎会長
The 60th anniversary celebration on October 14, 1965 

国内外の来賓を迎え、 盛大に行なわれた創立60周年の祝賀会
The 60rh anniversary celebrarIOn

_
wirh worldwide guests 

日本山岳会の周年祝賀会 Anniversary Celebrations 

1965（昭和40)年10月、 日本山岳会ほ別立60周年む狙える。10月14日、東

京・目白の椿山荘で内外から来毀51名、会員27�という創立以来最大の 、

しかも国際色農かな祝賀会が開かれた。翌15日は、虎の門の久保講堂で、松

方三郎会長や武田久吉名誉会員の特別講演もあり、聴衆を魅了させた。

1975（昭和50)年12月 6日創立70周年お坦え、お祝いを合わせた年次晩

餐会が東京・新宿の京王プラザホテルで、また創立80周年の記念式典と祝賀 

晩餐会が、1985（昭和60)年 8 月24日、椿山荘で秩父宮妃殿下ご臨席のもと

26 
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念苓

創立70周年記念号としてマナスル三山をカバーにした、 r山岳』

Special edition of "SANGAKU" in 1975 wirb cover phoros of Manaslu 

70周年の記念事業として 『復刻、 日本の山岳名著』 が刊行された
The orisin•I classic books of alpine literature in Japan. re-printed in 1975 

で開催された。80周年でょ、 国際色豊かな内外の来賓多数む坦え、420名の会

員が出席 。また、「トライピジョン」 による映像で、山岳会80周年の回顧と今後百

周年に向けての展望が披露された。

創立90周年記念式典、晩餐会、 フォラームは、1995（平成7 )年10月14

且東京・新高輪プリンスホテルで開催された。記念式典には皇太子殿下をは

じめ国内外力もの来賓を含めて757名の会員が出席した。フォーラ以ま「日本山

岳会は百周年に向けて何をなすべきか」 をメインテーマに活発に討議された。

. 



社目法AB本山岳却jI80周年屈念鵡

蹴

創立80周年記念式典と祝賀会が椿山荘で開催された。写真は挨拶に立つ今西壽雄会長
Toshio !MA NISHI, the president of the club at the 80th annivcrSary celebration on Augusr 24, 1985 

80周年記念式典にご臨席された秩父宮妃殿下
lier llighncss Princes CIIICIIIBU in,11,cndanrc "'the 60th ;lnni,•ersarJ' 
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創立90周年の記念式典で、挨拶する村木潤次郎会長
Ar rhe 90th anni,ｷersary cclebmion, Junji,o MURAKI, chc p『esiden(of Ihc club 叫ing a•区ech

記念フォーラムrヨセミテからのメッ
セージJ fここ・出席の皇太子殿下こ’
夫妥

Their Highnesses rhe Crown Prince 

and Princcss in a99endance a9,he 

forum "Message from Yosemite" 

当日は、海柏忠夫、風見武秀、今
井喜美子氏ら11人の新名誉会貝
が紹介された
Eleven of 如 new honorary mem. 

ber was inrroduced 



1960 （昭和35) 年 5 月24日、脱応

大学隊がヒマール・チュリに初登頂し
た
The first ascent of Himal Chuli on 

May 24, 1960 by Keio University 

Parcy 

1970 （昭和45)年、マカルー東
酎稜より初登頂に成功した東海
支部隊。海外登山では支部の

活躍も目立った

Thc firsr asccnt of Makalu 

through the Sourb-Easr Ridge 

by Tokai Section of the club in 

1970 

日印合同登山隊は、 1976（昭和
51)年 6 月15日、ナンダ・デヴィ東
稜より主峰への初縦走に成功した
Thc first travC(Sc from rhc Easr 90 

che Main Peak of Nanda Devi on 

June 15, 1976 by India-Japan 

Joint Party 

tl.｀心
• 3 

10年ぶりのチョモランマ登山隊は、1980 （昭和55) 年 5 月 10日、北壁より登頂に成功した
Ascent of the North-Face of Chomo Lungma by the JAC Parry in May IO, 1980 

ヒマラヤ登山の実績 Achievements in Himalayan Mountaineering 

マナスル初登頂を果たした日本山岳会は、次の目栢をヒマール・チュリに

おき、 1959 （昭和34) 年、北東尾根から登頂を狙ったが、悪天候に阻ま

れ失敗した。翌年の1960 （昭和35) 年 5 月24日、慶応大学隊（山田二

郎隊長）が西面から入山、氷壁にルートを拓き、初登頂に成功した。

また日本山岳会とインド登山財団の合同登山隊（鹿野勝彦隊長）が、

1976 （昭和51) 年 6 月15日、ナンダ・デヴィ東峰より主峰への初縦走に

成功した。 8000メートル峰の縦走への試みもあった。日本山岳会80周年記
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念事業の一蹂として行なわれたカンチェンジュンガ登山隊（鹿野勝彦隊長）

で、 1984 （昭和59) 年 5 月20日、南峰から主峰への8000メートル峰の縦

走も成功した。

日本山岳会による未踏峰への挑戦もあった。当時、世界最高の末踏峰

であるナムチャバルワ (7762メートル）に、 1992 （平成 4) 年、 日本・中

国ナムチャバルワ合同隊（日本側・重廣恒夫隊長）が挑み、 10月30日、

初登頂に成功した。



1984 （昭和59) 年 5 月 20F.l 、カンチェンジュンガ縦走に成功
T.. v,mng Kangchenjung亀 Sou1h 10 the Main P~ak in 1984 

1995（平成 7)年 5 月21U、只大な束復から、マカルー豆頂に成功 1992 （平成 4) 年1on30
ŝcent ofM•K•lu rhmu炉 1hr ヽ,e,y long Ea.sc Ridge on M皐）， 21, 1995 在頂に成功

暉拿5月5e置
チョモウンマ サカルマタ

n,~ (,,., &$Cent of ふmch亀 B“`'轟 by the}量pin-Chm• Pmy m 1992 
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2001 （平成13)年10月、『ジャ 9

ニーズ・アルパイン・ニュース』

充刊によって、日本の登山可情
が海外に発信されるようになった
"Japanese Alpine Nc...,s", an 

F.n~hsh journal of JAC, 1hc first 
issue in Ou心、 2001

I海支邸豫は. 2003 （平成15) 年、ローツェ消隈Iこ桃み、 Sあ0メー
トルに封達
Tokai &ia》 mm. 、°“hai ●I 四mo(th~ 細th Fヽce of 如“



翠

マッキンリーの高所に自動観測機器を設骰、「風」の実態を解明する科学委員会のメンパーたち
Members of the JAC Committee of Science invescigacing strong wind at high elevation in Mt. McKinley 
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自然保護への取り組み

日本山岳会は、自然保護への取り組み樋責極的に行なっていた。

2000（平成12)年 5 月、上高地につくった「ミニ水力発電装砿」もそのひ

とつだった。 CO2 （二酸化炭素）削減を目的とする石油代替エネルギーと

して、自然エネルギー利用の役割は非常に重要となっている。例えば太陽

光発電、風力発電、水力発電があり、日本山岳会では神奈川工科大学と

の共同研究により、とくに発電効率のよい水力発電に注目した。その実験設

備を上高地の山岳研究所につくり、自然エネルギー利用につとめている。

山の強風は、風力発電にとって格好な自然エネルギー源である。北穂高小屋のハイプリット発電機
Wiod Power Generation at KITA-HOTAKA-KOYA 

太陽光を利用したソーラバネルが設囮してある穂底岳山荘
Solar Power Generation ぇt HOTAKADAKE-SANSO 

Activities in Nature Preservation 

自然保護委員会の活動のひとっ「高尾の森づくり」も2001 （平成13)年か

ら始めた長期にわたる森林整備運動で、着実に効果を上げてきた。高尾山

のほか、白神山地や猿投の森（愛知県）などでも行なわれている。 2004（平

成16)年 9 月には、上高地で自然保護委員会発足40周年、自然保護全国

大会が開催され、今後の自然保護のあり方があらゆる視点から討議された。

また「山の自然学研究会」は、山の自然を学び、それを自然保護に生

かそうとする同好会：で、山でのフィールドワークも盛んである。
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2000 （平成12) 年 5 月に完工した上高地山岳研究所に隣接する食二水力発電装巴」
Miniarurc Hydroeleciric Gencrarion a, Si,.NKEN in Kamikochi 

「高尾の森づくりJは、長期にわたる森林整備運動。植林に活躍する自然保護委員と森林ポランティア

Membe,s of the Committee of Nature Preservation at''TAKAO-NO-M01UZUKU1U'' 
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自然保護委員会が発足して40周年、 2004（平成16)年 9 月、上高地で自然保渡全国大会が開かれた
'The 40,h anniversary meeting of the JAC Committee of Nature Preservation in 2004 

上高地周辺の自然形態を調ぺる「山の自然学研究会」のメンバーたち

Field work by the rn,mbm of'"YAMA-NO-SHIZENGAKU-KENKYUKAf", a nature study group 



100周年記念行事 Centenary Projects 

日本山岳会が100周年を迎える2005 （平成17) 年、いくつかの記念行

事が行なわれている。記念事業の一環として行なわれている「中央分水硲

踏査登山」もそのひとつ。北は宗谷岬から南は佐多岬まで、およそ5000キ

ロ、日本列島の中央分水嶺を25支部の会員と委員会、同好会のメンバー

の参加のもとに踏査するというものだ。踏査はGPSによる位置測定、三角点

の保存状況を調査するなど、多岐にわたって成果を上げている。

また資料映像委員会では、 100周年特別企画として、「語り継＜黎暉抑iの
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創立100周年記念事業の一環として行なわれた r中央分水
嶺踏査登山J。写真は、中央分水嶺南端の佐多岬で、宮崎
支部の会員
"Whole route survey of rhe Central Di,ｷide in the Japanese 

辿nd" for one of rhe 100th anniv•rs•ry projects. Ph0<0: 

Members of MIYAZAKI SeCtJon at SATA-M!SAKJC•~. the 

$Outh end of <he central divide 

秋田屎の山々を背後に、鬼首から花立峠を踏査する宮城支
部の会貝
Members of MIYAGI Section going the divide of ONIKOBE 

ro H.ANADATE Pass 

分水嶺最高峰の乗鞍岳頂上で、宮山支部の会員
Members of TOY AMA S<:ction on rhe top of Mt.Norikura 

登山—それぞれの山」をテーマに、連続講演会を開催している。往時

活躍された諸先輩の話をうかがい、これを記録し、後世の資料として保存

しようというものだ。第1 回は堀田弥ー氏で「山に生きて9牡且立山からヒ

マラヤヘ」、第 2 回は渡辺兵力氏で「山への想い、山に残した足音」、第

3 回は坂倉登喜子氏で「女が山に登る時、花への思いを馳せて」、第4 回

は村山雅美氏で「穂裔からマナスルヘ そして南極へ」。きたる11月に

は、第5 回、松丸秀夫氏の「山行を刻んだ山日記」が予定されている。



脊春を岩と氷にぶつけた山男が、南極の想いを語る村山雅美氏 t..1'.t. Mas•yoshi MURAYAMA 

エーデルワイスに魅せられ、山恋いの想い語る坂倉登喜子氏 Ms. Tok汰o SAKAKURA 

山日記が果たした役割を語る予定の松丸秀夫氏 Mr. Hid,o MATSUMARU 
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100周年特別講演会「語り継ぐ黎明期の登山」、 100人を越える来場者が熱心に耳糾頃けていた
The series of lecture oo.. My Activities ac Dawn of,he Mouoraineering' 

末知のない登山はおもしろくないという堀田弥ー氏 Mr. Yaichi HOTTA 

髯し

数々の登山歴と豊かな感性で山と人を語った渡辺兵力氏 Mr.Hyoriki WATANABE 





年 記事
竺

1973( 、、 48) 年 4 月、今西錦司、会長に就任

5 月、本会）レーム、文京区湯島のさくらビルヘ移転

1975( 、、 50) 年 10月、創立70周年記念行事（記念講演会、『覆刻日本の山岳名著』の刊行）

1976( 、、 51) 年 6 月 15 日、ナンダ・デヴィ（鹿野勝彦隊長）縦走に成功

1977( 、、 52) 年 4 月、西堀栄三郎、会長に就任

1978( 、、 53) 年 1 月、本会Jレーム、サンビューハイツ四番町に移転

1979( 、、 54) 年 10月、チョモランマ偵察隊（斎藤淳生隊長）派遣
1980( 、、 55) 年 5 月 3 日北東稜より、 10 日北壁より、チョモランマ（渡辺兵力隊長）登頂

1981( 、、 56) 年 5 月、佐々保雄、会長に就任

1984( 、、 59) 年 5 月20 日、カンチェンジュZり登山隊（鹿野勝彦隊長）、南峰がう主峰への縦走
に成功

1985( 、、 60) 年 5 月、今西器雄、会長に就任

8 月、創立80周年記念行事（式典、晩餐会、海外登山、展覧会を開催）

1988( 、、 63) 年 5 月 5 日、チョモランマ／サカルマタ日本・中国・ネペール三国友好登山隊（日

本側・今西濤雄総隊長）交差縦走に成功

1989 （平成元）年 5 月 17 日、横有恒元会長日本山岳会葬
5 月、山田二郎、会長に就任

9 月、チョモランマ三国友好登山隊の剰余金を基に、海外登山基金を設立
1990( 、 2) 年 11月、ナムチャバルワ峰偵察隊（重広恒夫隊長）派遣

1991 (ヽ 3 ）年 10月、ナムチャバルワ第 1 次登山隊7460mに到達

1992( 、、 4) 年 10月 30 日、ナムチャバ）ソ苅条日中合同登山隊（日本側総隊長・山田二郎隊

長・重広恒夫）、ナイプ刀緞径由により初登頂

1993( 、 5) 年 4 月、上高地山岳研究所改築

5 月、藤平正夫、会長に就任

7 月 22日、東海支部登山隊（徳島和男隊長）、中国の皇冠峰初登頂

1995( ヽ 7 ）年 I 5 月、村木潤次郎、会長に就任
5 月 21·22 日、マカルー登山隊（、重広恒夫隊長）、東稜より登頂

10月 14日、創立90周年記念行事
1996( 、、 8) 年| 7 月 11 日、ウルタルII峰 (7388m) に東海支部隊（山崎彰人隊長）登頂

8 月 12·14 日、K2南々東リブより登頂（青年部山本篤隊長）

1997( 、 9) 年 I 5 月、斎藤惇生、会長に就任
7 月 19 日、東海支部K2学術登山隊（田邊治隊長）、西壁から西稜経由の新

ルートで登頂

1998( 、 10) 年| 5 月 15 日、カンチェンジュンガ(8586m) 北面より無酸素登頂（青年部谷川太
郎隊長）

12月、「秩父宮記念山岳賞」を制定、年次晩餐会において第 1 回授賞式を行

なう

1999( 、 11) 年 5 月、大塚博美、会長に就任

2000( 、 12) 年 5 月、上高地山岳研究所「ミニ水力発電装置」完工

2002( 、、 14) 年 5 月～ 7 月、日印合同東カラコルム踏査隊（坂井広志隊長）、パドマナブ峰

(7030m)初登頂

2003( 、 15) 年 |5 月、平山善吉、会長に就任
12月 18日、東海支部の冬季ローツェ南壁隊（田邊治隊長）、 8250mに到達

2004( 、 16) 年 I 100周年記念事業として、①25の支部参加による、「日本列島中央分水嶺」
5000kmの踏査を実施。② 7~10月、関西支部ヤルツァZ羽原流域の登山と河

口慈海が1900年、チベットヘ入域したルートを踏査。③学生部ムスタン登山

隊、未踏のチブ・ヒマール、サリプ刀爺を登頂
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YEAR ARTICLE 

1973 I Dr. Kinji Imanishi was elected president. 
In May, the club room was moved to Sakura Bldg., Yushirna, Tokyo 

1975 I The 70th Anniversary Celebration was held on Occober 14. 
1976 I A traverse of Nanda Devi was succeeded on June 13-15, by Indo-Japan Jome team. 

1977 I Dr. Eizabco Nishibori was elected president. 
1978 I The club room was moved ro the Sun View Heights, Yonbancho, Tokyo. 
1979 I A Reconnaissance parry to Chomolatigma led by Dr. Atsuo Sairo was sent. 

1980 I Chomolangma Expedition parry led by Hyoriki Watanabe was climbed via north-east ridge 
on May 3, and north face on May 10 respectively. 

1981 I In May, Dr. Yasuo sasa, Was elected president 

1984 I The JAC party led by Katsuhiko Kano was successful in traversing from South peak to Main 
peak of Kangchenjunga. 

1985 I Toshio Imanishi was elected president. 
The 80th Anniversary was celebrated 

1988 I China, Japan, Nepal Friendship expedition made the first cross traversing on Chomolangma / 

Sagarmatha. 

1989 I Yuko Maki passed away, and the club's funeral se~vice was held on May ｷ17. 

In May, Jiro Yamada was elected president. 

In September, the JAC Expedition Fund was founded. 

1990 I A reconnissance party to Namcha Barwa led by Shigehiro was dispatched. 

1991 ｷ 1 First Namcha Barwa Expedition led by Tsuneo Shigehiro reached the point of 7460m. 

1992 I The Japan-China Joint Expedition made the first ascent of N amcha Barwa on Oct. 30. 

1993 I In April, Kamikochi Sanken (Alpine research hut) was reconstructed 

In May, Masao Fujihira was elected president. 

Tokai Section's Expedition led by Kazuo Tokushima, made the fust ascent of Mt. Crown, 

China on July 22-29. 

1995 I Junjiro Muraki wae elected president 
The JAC parry led by Tsuneo Shigehiro made the ascent of M吐alu vea Easr ridge on May 

21 & 22. 

The 90th Annive!Sary ceiebration was held in October 14. 

1996 I An expedition of Tokai Section led by Akira Yamazaki made the fust ascent of Ulcal II 
JAC Youth Group Expedition led by Atsushi Yamamoto, made the ascent of K2,on Augusr 

12&14 

1997 I Dr. Atsuo Saito was elected President. 
The JAC Tokai section's expedition led by Osarnu Tanabe made the ascent of K2 via new 

route (West face-West ridge). 

1998 I The JAC Youth Group Expedition led by Taro Tanigawa made the ascent ofKangchenjunga 
via North face on May 15. 

The fast presentation ceremony. of the Princee Chichibu Memorial Mountaineering Award 

was held on Decembet 5. 

1999 I In May, Hiroyoshi Orsuka was elected president. 
2000 I Small scale Hydro Electtic Power Generation at Karnikochi Sanken was completed. 
2002 I Indian-Japanese East Karakorum Expedition Parry led by Harish Kapadia and Hiroshi Sakai 

made the first ascent of Padrnanabh on June 25. 

2003 I In May, Zenkichi Hirayama was elected president 
The JAC Tokai Section Lhotes Winter Expedition led by Osarnu Tanabe, teached to a pomt 

of 8250m on Decembet 15. 

2004 I <Centenary Project>( Entire route survey of th~ Central Divide in the Japanese island was 

traced. by 25 section of the JAC. (Total length 5000km) 

( JAC Kansai Section Western Tibet Expedition was climbed Mt. Pachyung Harn etc. 

Anothet survey group ttaced the Ekai Kawaguchi entet route into Tibet 

( JAC Student Group made the ascent of Chhiv Himal and Saribung 



編集後記

本冊子は、 あくまで日本山岳会を核とした写真

を中心に、 100年の歴史を語るもので、 単なる写真

集ではありません。 また登山史の年表でもありま

せん。 本来、 歴史とは編年体を基本とするもので

すが、 構成上、 テーマを絞るため時代が前後して

いますのでご了承下さい。

記載順位は、 会の年譜を基本として、 まず、 そ

れぞれの時代の登山や行事の写真を収集、 実写し、

それらを取捨選択したものをテーマ別にまとめま

した。 また写真をフォロ ー する意味で、 テーマご

とに解説を付記しておきました。

収録した写真は 、 山岳会が所蔵している創立当

時のものを含めて 、 できるだけ目新しい写真を発

掘したつもりですが、 中にはすでに目に触れられ

たものも少なくありません。 しかし、 それらは、

会の歴史を知るためには欠かせない写兵であり、

今となってみれば貴重な資料映像ばかりです。

1970年代以降は、 会員による海外登山が年ごと

に盛んになりましたが、 遺憾ながらそれらのすぺ

てを列挙することはできません。 ここでは、 代表

的な登山や行事にとどめさせていただきました。

そして、 撮られた写真の 1枚1枚から日本山岳会

100年の歴史を紐解き、 伝統のもつ原点を探ってい

ただければ幸いです。

本冊子をまとめるにあたり「百年史委員会」 の

皆様から数々のご示唆をいただき、 併せて貴箪な

写真を提供して下さいました。 関係各位に厚くお

礼申し上げます。

2005（平成17)年10月15日

資料映像委只長 羽田栄治

収録写真は、 本会所蔵の写真のほか、 毎日新聞社、

説売新問社をはじめとする多くの方々のご協力を
いただきました。感謝して厄くお礼申し上げます。

r写真で見る日本山岳会の100年』

発行日 2005年10月15日
編者 日本山岳会資料映像委員会
デザイン 小泉弘デザイン事務所

発行者 平山善吉
発行所 社団法人 日本山岳会

〒102-0081 東京都千代田区四番町5-4
TEL03-3261-4433 FAX03-3261-4441 

印刷所 大日本印刷株式会社
非売品

掲載記事及び写真の無断転載禁ずる

デジタル版公開に伴い、 冊子版の一部文言、 氏名、
年月日などを修正した。
(2020.11.18)
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